
岐阜県博物館調査研究報告，（8）：55－58．Mar．31，1987

博物館展示における一知見
自作教具を用いた展示例
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l．はじめに

博物館活動について倉田（1979）は，「（1）自然物，文化遺産の収集・保管（育成）。（2）展示を中心

とした教育普及。（3）調査を役割とした社会教育機関」と規定し，さらに，「、、もの、、を合理的・系統

的に収集し，教育的配慮のもとに展示し，それを見せること（ものによっては触れさせること）を

中心とした広義の教育となると，他の機関，施設では代替できない博物館の特質である」としてい

る。

本稿では，博物館教育的研究，いわゆる「もの」と「人」との結びつきに関する研究のなかのそ

の2次機能における資料の活用に関して，昭和61年度開催した特別展「奥飛騨の自然一笠ケ岳連峰

を中心に－」で実施した事例について報告する。

この特別展に際し，地学分野の展示指導をはじめ，未公表の文献の貸与，笠ケ岳のおいたちなど

について，ご指導をいただいた地質調査所の原山智技官に感謝申し上げる。

2．地学分野，特に岩石の展示について

地学分野における展示物には，化石，鉱物，岩石，地形模型等がある。その中にあって化石の展

示は，めずらしいこともあり，来館者の注目を引く。また，鉱物の展示は，美しきや，身近にある

装飾品と関連づげろことなどで　興味を持たせることができる。それに比べ　岩石の展示は，研磨

面を見せたり，偏光顕微鏡を使用して撮影した岩石プレパラート写真等を用い，展示構成を工夫し

ても，来館者の多くは，展示してあるどの岩石も，同じようなものと受け取り，そこから何かを得

ようとしている人は少ない。

常設展においてはまだしも，特別展，資料紹介展，移動展などでは，予算の関係もあって，採集

した「もの」の多くについて，研磨面を作製したり，偏光顕微鏡写真のパネルの展示すら困難であ

る。

そのような状況にあって，岩石に対して興味関心を高めさせるには，展示した岩石のプレパラー

ト観察を通して，、、岩石は鉱物の集りである、、∵、岩石をつくる鉱物の種類やその組織から，岩石ので

き方がわかる、、などのことを理解させることが大切である。

3．特別展「奥飛騨の自然一笠ケ岳連峰を中心に－」の趣旨と内容

特別展「奥飛騨の自然一笠ケ岳連峰を中心に－」で　岩石展示をより効果的なものとするため，

偏光顕微鏡を使用した岩石プレパラートの観察を展示構成に加えてみた。特別展の趣旨・内容が今

回の岩石展示のねらいと関連するので，ここに書いておく。

趣　旨

笠ケ岳連峰は，麓から山頂まで　全山岐阜県内にあって，その豊かな自然は，岐阜県の象徴的存

在といえる。

日本列島の地質構造からみると，飛騨外縁帯という特異な地域にあり，氷河地形が見られるのも
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本県では，この山岳地域だけである。また，他の北アルプス諸峰と違った陥没構造を伴っており，

白亜紀火山岩層からなる特異な単独の高山地帯である。

このように，自然史の面で特異性があり，古来，飛騨の人々に親しまれてきた笠ケ岳連峰につい

て，現地調査などで得られた研究成果を含め，そのおいたぢ　動物・植物，そして山と人とのかか

わり等を総合的に展示紹介し，ふるさとの自然を理解する一助としたい。

展示内容（地学分野のみ）
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4．特別展「奥飛騨の自然一笠ケ岳連峰を中心に－」の地学分野展示の工夫
「もの」の展示は，飛騨外縁帯の福地の化石以外は，岩石の展示である。そのため，少しでも体

験的に学習できるようにするため，偏光顕微鏡による岩石プレパラート観察を取り入れるとともに，

笠ケ岳周辺の地形模型を作製した。

1）自作偏光顕微鏡を利用した岩石の観察

偏光顕微鏡を利用した岩石プレパラートの観察は，、、さまざまな岩石は，なにからつくられている

のか，また，色やみかけの違うさまざまな岩石は，どのようにして出来たのか〟　という，岩石や鉱

物の基本的な事項の学習に必要なことである。しかし，現実には，20万円以上もする偏光顕微鏡を，
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写真l　大パネル「奥飛騨の自然」
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写真2　岩石分野展示風景



博物館展示における一知見

特別展期間中，しかも何台も使用することは困難

なことである。

今回の展示には，以前考案した偏光顕微鏡を自

作し（国光1979），ケース内に展示してあるものの

うち代表的な岩石の10種類について，プレパラー

ト観察が行えるようにした（写真参考）。また，顕

微鏡の前には，岩石の一面を研磨したにぎりこぶ

し大のもの，偏光顕微鏡によるプレパラート写真

（顕微鏡の視野に見られるものと同じ場面）を配

置した。

顕微鏡の製作方法

●鏡脚；アクリル板使用

●回転装置；ベアリング使用

●ピント調節；雨戸の戸締り用の錠を使用

●鏡筒；塩化ビニール管を使用

アクリル板の切断は，アクリルカッターと電動

のこぎりを使用。孔あげは，鉄パイプやコルク穿

孔器を熟して使用，接着剤はジクロールメタンと

アラルダイトを使用した。

塩化ビニール管の筒の大きさの調節は，1ヶ所

縦に切り込みを入れ必要な太さの筒にはめ込み，

顕微鏡の効果
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写真3　偏光顕微鏡による岩石の観察
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写真4　偏光顕微鏡と岩石標本

熱湯に5－10秒間ひたし，その後水で急冷する。

●自作の教具を利用することで　観察者の興味，学習意欲を高めることができる。

●既製のものにとらわれがちな人達に，雨戸締めなどを利用した教具を示すことで　創造性を育

てる手助けとなる。

●安い価格（対物レンズと接眼レンズの9千円を含めて1万円程）で偏光顕微鏡が確保でき，こ

れで充分岩石プレパラートの観察ができる。

特別展でのセッティング等について

レンズはネジで取りつけ，プレパラートは，写真と対応させてあるため，視野が移動しないよう

に固定した。ピント調節も，自由にぎわれるようにしておくと，たえずピント合わせをしなければ

ならなくなるため，今回は固定し，動かすところは，裁物台の回転のみとした。

採光は，反射鏡が動いてしまっては困るので　乳白色のアクリル板を通して，下から螢光燈の光

を取り入れるようにした（写真参考）。

ケース内の展示岩石との対応は，プレパラートを作った岩石のところに，顕微鏡の図を描いた小

型パネルを置き指示した。

顕微鏡についての解説は，コンパニオンがこれに当った。

アンケートより（来館者の中から抽出して行った）

●「ふつうの石なら，まっ黒げで　いろいろなもようが入っているなあで終ってしまうけど，こ

おゆうふうに顕微鏡をみると，色がかわったり，いろいろなもようや，結晶みたいなのが見えるの

でおもしろいと思った。」……藍川中1年T君

●「きれいだった。手作りたったのですごい。いろいろな石があるように見えた。」……金竜小6

年Y君
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●「いろいろな石が展示してあって，くわしく書いてあったので　とても勉強になりました。そ

れにすぐ前に写真と石がおいてあって，とてもよくわかりました。顕微鏡で見てみて，実物とはと

てもちがい，さまざまなもようがあることがわかりました。」……岩野田小6年Nさん

上のアンケートの例からもわかるように，小学校の高学年以上の子供達には，偏光顕微鏡を通し

ての観察は，岩石を理解するうえで大切なことと思う。しかし，干渉色については説明がむつかし

く，もっと簡単に説明できる方法を考える必要がある。

●「ふつうの石なら，まっ白けで　けんびぎょうならとても色がきれいだった。きみどりやむらさ

きや白や青できれいだった。石をうすく切って，色がかわることがわかった。」……芥見小3年K君

このように低学年の子供達には，石はうずくすると色がみえてくると誤解する子もいる。解説をしっ

かり行うことと，やさしく解説できる補助教具や教材を考える必要性を痛感した。

2）地形立体模型の作製

笠ケ岳を中心にした，東西7．5km，南北12kmの地域

の地形立体模型を作製し展示した。縮尺は水平方

向5千分の1，水平方向に対する比高1．4倍とした。

作製期間と予算的な関係を考慮した上で，発泡

スチロール板（90×180×1．4cm）を使用した。

発泡スチロール板の上にカーボン紙を置き，そ

の上に5千分の1の地形図を置き，50mの等高線

に沿って，赤のボールペンでなぞる。次に発泡ス

チロール用カッターで等高線に沿い切断した。 写真5　地形立体模型

土台の上に，発泡スチロール用ボンドで　マチ針で補強しながら接着し，順次積み上げる。コン

プレッサーを用いて塗料で着色し，名称ラベルを配置した。笠ケ岳を四方から写した現地写真パネ

ルを，立体模型の四方に配置し，景観と対応させた。コンパニオンや他の学芸員の協力を得て，総

額7万円程度で完成させた。笠ケ岳周辺の地形が立体的に把握でき，興味を持たせることができた。

5．おわりに

欧米の博物館を視察された方々は，、、館内で児童・生徒が化石や鉱物などの自主学習をしている姿

を必ず見かける、、と話しておられる。、、もの、、を通して教育する博物館が，ガラス越しの展示のみな

らず，体験学習のできる教育機関としてさらに発展するよう努力して行く必要がある。
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Summary

The chief role of the museum activityis to collect“museum piece”systematically and exhibit them

SCientificallyfromtheeducationalpoint ofview．

Intheexhibitionoftherock，itisimportantforstudentstoobservenotonlythesurfacebutalsotheinner

StruCtureOftherockbyobservingthepreparatethroughpolarizationmicroscope．

Underthepresentsituation，manyVisitorscan’tmakeuseofthepolarizationmicroscopeatthesametime

On aCCOunt Ofpoorequlpment．

Thereforewemustmakeeffortstogiveoneffectontheexhibitionbymakingeducationalutensilsofour

making．

Now，I’ll report the example of the exhibition uslng educational utensils of our making polarization

microscopeinthespecialexhibition“NaturofOKUHIDA”……arOundtheKasagatakemountains．


